
地域と行政が連携した伯方分校および大三島分校の環境整備・魅力発信（愛媛県今治市）

〇行政・高校・地域が三位一体となった座組による取組推進
→高校再編により、R8.4～キャンパス制による多拠点（伯方・大三
島）での1つの高校（しまなみ高校）として存続
・地域：クラウドファンディング等による在校生の居住環境充実
・高校：外部人材等と連携した魅力発信（CM・ポスター作成）
・行政：地域塾の運営に向けたソリューション（スタディサプリ・リク
ルート社）導入支援

人口 149,730人（R6.1.1現在）

担当 地域振興部しまなみ振興課

スタディサプリの活用・特別講演会の実施

（別添 概要版（エントリーシート添付資料））

取組概要

〇クラウドファンディングや募金活動など地域住民が課題感を持って
取組推進
→地域における高校存続に向けた活動の機運が醸成
〇行政においても、地域の課題感を積極的に抽出し取組展開
→高校のOBである市職員が「サポート隊」として活動参加
→地域の教育機会担保のため、地域塾の支援としてソリューション
（スダディサプリ）の導入

取組の効果

クラウドファンディングの実施（大三島分校振興対策協議会）

〇行政・高校・地域における取組が奏功し、愛媛県教育委員会の
愛媛県県立学校振興計画において、今治西高校伯方分校と今治
北高校大三島分校が１つの高校となり、愛媛県内初めてのキャンパ
ス制を導入
→魅力化推進校として位置づけられ、島の特徴を生かしたマリンビ
ジネスや島の農業を学ぶことが可能な総合学科として設置

創意・工夫した点

〇地域の課題感を基礎自治体である市が捉え、その
ニーズを拾い上げることで、広域自治体を巻き込み、そ
れぞれの立場において可能な取組を進めることが肝要

他団体へのアドバイス

地域塾による授業 著名人（友近氏）による
特別講演

GoodMornigウェブサイト（https://camp-fire.jp/projects/view/418450）


